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る
た
め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
お
よ
び
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
2
9
6
へ
、
防
災
に
関

す
る
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト

（
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
区
域
）
に
つ
い
て

は
、
従
前
か
ら
防
災

メ
ー
ル
の
内
容
を
画

面
に
掲
載
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
緯

内
線
4
5
1
～
4
5

4
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４月１５日号

地
域
防
災
計
画
修
正
の
目
的

　
市
の
地
域
防
災
計
画
は
、
平
成
　19

年
度
に
修
正
し
た
も
の
で
す
が
、
今

回
の
修
正
は
、
平
成
　
年
3
月
の
合

22

併
に
伴
い
防
災
体
制
の
見
直
し
が
必

要
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
平
成
　23

年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
で
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
修
正
作
業
は
、
平
成
　
・
23

　
年
度
の
2
カ
年
事
業
と
し
て
行
い
、

24平
成
　
年
度
に
は
防
災
ア
セ
ス
メ
ン

23

ト
調
査
と
地
区
別
防
災
カ
ル
テ
を
作

成
。
　
平
成
　
年
度
に
は
、
そ
れ
ら
の
調

24

査
資
料
な
ど
を
ふ
ま
え
、
上
位
計
画

で
あ
る
千
葉
県
地
域
防
災
計
画
（
平

成
　
年
8
月
修
正
）
と
の
整
合
を
図

24
り
な
が
ら
、
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
主
た
る
見
直
し
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

合
併
に
伴
う
見
直
し

　
市
域
拡
大
に
伴
い
、「
防
災
体
制
」

を
見
直
し
災
害
対
策
本
部
事
務
分
掌

を
修
正
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
印
旛
・
本
埜
地
区
を
含
め

た
各
種
被
害
想
定
を
行
い
、
合
併
後

に
お
け
る
印
西
市
の
防
災
対
策
の
強

化
を
図
れ
る
よ
う
、
修
正
し
て
い
ま

「
災
害
時
要
援
護
者
対
策
」「
男
女
共

同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災

対
策
」
を
推
進
し
「
業
務
継
続
（
B

C
P
）体
制
の
構
築
」「
突
風（
竜
巻
）

な
ど
の
発
生
を
考
慮
し
た
風
水
害
対

策
の
強
化
」「
放
射
性
物
質
事
故
対

す
。　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
教
訓
を

ふ
ま
え
た
防
災
対
策
の
点
検
・

見
直
し

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
ふ
ま
え
、

地
震
発
生
時
の
応
急
対
策
活
動
が
迅

速
か
つ
的
確
に
行
え
る
よ
う
、
庁
内

各
部
署
に
お
け
る
災
害
時
の
役
割
分

担
を
検
証
し
、
初
動
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
・
情

報
発
信
手
段
を
確
立
す
る
た
め
、
災

害
情
報
の
一
元
的
管
理
や
、
W
e
b

サ
イ
ト
、
防
災
メ
ー
ル
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
C
A
T
V
な
ど
の
多
様
な
情

報
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
り
、
初
動
期

の
情
報
収
集
･
伝
達
･
発
信
体
制
の

強
化
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、「
帰
宅
困
難
者

対
策
の
推
進
」「
避
難
所
の
避
難
・

備
蓄
対
策
の
強
化
・
推
進
」「
大
規

模
広
域
災
害
対
策
」「
災
害
の
復
興
」

に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　国

・
県
の
取
り
組
み
を

反
映
し
た
見
直
し

　
印
西
市
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
減
災

目
標
を
設
定
し
、
戦
略
的
な
予
防
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
複
合

的
な
災
害
を
考
慮
し
た
防
災
対
策
」

策
計
画
の
見
直
し
」
な
ど
を
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
修
正
し
た
「
印
西
市
地
域
防
災
計

画
」
は
市
役
所
行
政
資
料
室
、
各
支

所
・
図
書
館
、
市
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
1

～
4
5
4
）。

　
3
月
1
日
～
7
日
の「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

期
間
中
、
消
防
署
、
消
防
団
に
よ
る
火
災
警
戒
活
動

や
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
駅
前
広
報
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
印
西
西
消
防
署
と
木
刈
保
育
園
、
内
野
保

育
園
の
園
児
た
ち
は
『
い
ん
ザ
イ
君
』
と
一
緒
に
、

元
気
に
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら「
火
の
用
心
」

の
掛
け
声
の
も
と
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
市

の
防
災
計
画
や
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
平
常
時
か
ら
で
き
る
防
災
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
災
害
時
は
、
こ
の
ペ
ー

ジ
で
被
害
情
報
な
ど
を
公
開
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
平
時
か
ら
ご
覧
の
上
、
防

災
対
策
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

怯
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
お
よ
び

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
2
9
6
へ
の

防
災
情
報
の
配
信

　
こ
の
た
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

災
害
な
ど
の
情
報
伝
達
を
充
実
さ
せ

いんザイ君と保育園児 いんザイ君と保育園児がが

 印
西
市
地
域
防
災
計
画
を
修
正

　
印
西
市
地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
　
条
の
規
定

42

に
基
づ
き
、
印
西
市
防
災
会
議
が
作
成
す
る
計
画
で
す
。

　
そ
の
目
的
は
、
災
害
時
に
市
・
県
・
防
災
関
係
機
関
が
連
携
し
、

各
種
災
害
の
予
防
、
応
急
お
よ
び
復
旧
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
と
と
も

に
、
被
害
を
軽
減
し
、
社
会
秩
序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉
を
確
保

す
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
、
市
村
合
併
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
教
訓
な
ど
を
ふ
ま

え
た
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　市では、ごみの減量化・資源化への取り組みとして、ご
みの分別について広く理解を深めていただくため、平成２４
年度に引き続き「ごみの分別大事典」を連載します。新シ
リーズ第１回は、「有価物集団回収奨励金事業」について。
　「有価物集団回収奨励金事業」は、資源として再利用でき
る有価物（紙類・布類・ビン類・金属類）を継続的に収集
し、回収業者に売却する町内会や子ども会などの地域団体
に対して、回収量に応じて1kgにつき6円の奨励金を交付
しています。平成25年度からは事業のさらなる充実を図
るため、対象品目にペットボトルを追加しました。
　「有価物集団回収奨励金事業」を実施することにより、ご
みの減量化・資源化はもとより、社会的な活動が子どもた
ちに与える教育効果や地域コミュニティの活性化などの効
果も期待できます。
　事業へのご理解と、ごみの更なる減量化、資源化にご協
力をお願いします。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線３８１）。

新ごみの分別大事典シリーズ臼

有価物集団回収奨励金事業の
対象品目にペットボトルを追加 

 印
西
市
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設滑印西市防災ホームページのURLは

http://bousai.city.inzai.lg.jp。
平常時は左の表示で、緊急災害時は別の表示
に切り替わります。

一緒に火の用一緒に火の用心心
　
平
成
　
年
4
月
1
日
付
け
の
課
長
級
以
上
の

25

人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
）内
は
前
職
。

【
部
長
級
】
▼
市
民
部
長
…
浅
倉
美
博
（
総
務

部
参
事
）
▼
環
境
経
済
部
長
…
鶴
岡
敏
明
（
都

市
建
設
部
長
）
▼
都
市
建
設
部
長
…
須
藤
賢
一

（
都
市
建
設
部
参
事
）▼
水
道
部
長
…
増
淵
澄
夫

（
教
育
総
務
課
長
）▼
会
計
管
理
者
…
熱
田
照
夫

（
水
道
部
長
）▼
印
西
地
区
消
防
組
合
派
遣
…
半

田
實
（
環
境
経
済
部
長
）。

【
参
事
級
】
▼
総
務
部
参
事
…
大
森
富
男
（
財

政
課
長
）
▼
印
旛
支
所
長
…
岡
田
功
（
資
産
税

課
長
）
▼
本
埜
支
所
長
…
小
窪
徳
治
（
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
長
）
▼
市
民
部
参
事
…
小
山
健
治

（
市
民
活
動
推
進
課
長
）▼
環
境
経
済
部
参
事
…

伊
藤
隆
（
経
済
政
策
課
長
）
▼
都
市
建
設
部
参

事
…
鈴
木
俊
明
（
企
画
政
策
課
長
）
▼
都
市
建

設
部
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
収
束
担
当
参
事

…
笠
井
幸
夫
（
都
市
整
備
課
長
）
▼
都
市
建
設

部
開
発
・
建
築
指
導
担
当
参
事
…
髙
橋
政
雄（
建

築
課
長
）
▼
教
育
部
参
事
…
五
十
嵐
理
（
環
境

保
全
課
長
）▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長（
総

務
部
参
事
併
任
）
…
大
森
富
男
（
財
政
課
長
）

▼
議
会
事
務
局
参
事
…
杉
山
甚
一
（
議
会
事
務

局
次
長
）。

【
課
長
級
】
▼
総
務
課
長
（
総
務
部
参
事
事
務

取
扱
）
…
大
森
富
男
（
財
政
課
長
）
▼
行
政
管

理
課
長
…
武
藤
勝
彦
（
社
会
福
祉
課
長
）
▼
印

旛
支
所
市
民
福
祉
課
長
…
勝
田
廣
義
（
生
涯
学

習
課
長
）
▼
本
埜
支
所
総
務
課
長
（
本
埜
支
所

長
事
務
取
扱
）
…
小
窪
徳
治
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）
▼
企
画
政
策
課
長
…
堀
江
秀
男
（
ク

リ
ー
ン
推
進
課
長
）
▼
財
政
課
長
…
古
川
正
明

（
総
務
部
主
幹
）▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
…
高

石
裕
司
（
企
画
財
政
部
主
幹
）
▼
資
産
税
課
長

…
小
手
正
治
（
建
設
課
長
）
▼
納
税
課
長
…
川

村
伸
一
（
市
民
部
主
幹
）
▼
農
政
課
長
…
篠
原

信
一
（
環
境
経
済
部
主
幹
）
▼
環
境
保
全
課
長

…
高
橋
政
勝
（
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
担
当

課
長
）
▼
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
担
当
課
長

…
小
川
義
雄
（
教
育
部
主
幹
）
▼
ク
リ
ー
ン
推

進
課
長
…
川
嶋
一
郎（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
主
幹
）

▼
社
会
福
祉
課
長
…
山
﨑
正
之
（
行
政
管
理
課

長
）
▼
都
市
計
画
課
長
（
都
市
建
設
部
参
事
事

務
取
扱
）
…
鈴
木
俊
明
（
企
画
政
策
課
長
）
▼

都
市
整
備
課
長
…
吉
田
晃
一
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
）
▼
開
発
指
導
課
長
…
吉
澤
寿
二
（
建
築

課
開
発
指
導
準
備
室
長
）
▼
建
築
指
導
課
長
…

佐
野
博
也
（
建
築
課
建
築
指
導
準
備
室
長
）
▼

営
繕
課
長
（
都
市
建
設
部
開
発
・
建
築
指
導
担

当
参
事
事
務
取
扱
）
…
髙
橋
政
雄
（
建
築
課
長
）

▼
土
木
管
理
課
長
…
高
木
登
（
下
水
道
課
長
）

▼
建
設
課
長
…
伊
井
邦
彦（
都
市
建
設
部
主
幹
）

▼
下
水
道
課
長
…
鈴
木
守
（
土
木
管
理
課
長
）

▼
教
育
総
務
課
長
（
教
育
部
参
事
事
務
取
扱
）

…
五
十
嵐
理
（
環
境
保
全
課
長
）
▼
学
務
課
長

…
井
上
愛
一
郎
（
船
穂
中
学
校
長
）
▼
指
導
課

長
…
内
田
圭
子
（
六
合
小
学
校
長
）
▼
生
涯
学

習
課
長
…
山
崎
剛（
印
旛
支
所
市
民
福
祉
課
長
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
…
湯
浅
静
夫
（
農
政
課

長
）。

 庁
内
人
事



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

限
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
建
築
指
導
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7

7
6
）。

付
け
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
建
物
や

申
込
者
に
つ
い
て
は
条
件
が
あ
り
、

ま
た
、
申
し
込
み
や
融
資
実
行
に
期

平成２５年（２０１３）４月１５日号（２）

印
旛
公
民
館
教
室

　
　「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
」

　
幼
児
に
と
っ
て
、
遊
び
は
重
要
な

学
習
で
す
。

　
親
子
で
の
リ
ズ
ム
遊
び
や
工
作
な

ど
を
通
し
て
、
心
と
体
を
育
み
ま

し
ょ
う
。

■時 
5
月
～
　
月
の
指
定
す
る
木
曜

12

日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　

10

11

30

分
（
全
　
回
）。

10

■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■対 
▼
ぞ
う
組
（
平
成
　
年
4
月
2
日

21

～
平
成
　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼

22

児
と
保
護
者
）
▼
う
さ
ぎ
組
（
平
成

　
年
4
月
2
日
～
平
成
　
年
4
月
1

22

23

日
生
ま
れ
の
幼
児
と
保
護
者
）。
以

上
に
該
当
し
、
年
間
を
通
し
て
参
加

が
可
能
な
人
。
開
講
後
の
受
講
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

■定 
各
　
組
。

25

■費 
材
料
費
の
自
己
負
担
あ
り
。

■申 
4
月
　
日
牙
・
午
後
5
時
（
必
着
）

25

ま
で
に
、
①
対
象
と
な
る
組
②
対
象

児
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
生
年
月
日

④
性
別
⑤
保
護
者
名
（
主
に
参
加
す

る
人
）
⑥
住
所
⑦
電
話
番
号
を
往
復

は
が
き
に
記
入
し
、
左
記
ま
で
郵
送

ま
た
は
直
接
提
出
（
応
募
多
数
の
場

合
は
4
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分

27

30

か
ら
公
開
抽
選
。
参
加
自
由
）。

※
抽
選
結
果
は
、
返
信
用
の
は
が
き

で
申
込
者
全
員
に
通
知
。

※
は
が
き
1
枚
で
、
1
組
の
み
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
旛
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
6

1
4
印
西
市
瀬
戸
1
5
1
8
・
緯
碓98 

0
4
2
7
）。

る
人
、
も
し
く
は
障
が
い
者
、
ま
た

は
そ
の
家
族
な
ど
。

■定 
2
人
。

胸
報
償
…
会
議
1
回
に
つ
き
、
7
街

5
0
0
円
／
日
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
。

■申 
5
月
8
日
我
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用

紙
（
社
会
福
祉
課
、
市
内
各
支
所
・

出
張
所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
と
作
文

を
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
。

■内 
作
文
は
「
障
が
い
者
が
地
域
で
生

活
す
る
た
め
の
私
の
想
い
」
を
テ
ー

マ
に
、
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3

枚
以
内
（
選
考
結
果
は
後
日
通
知
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
2
5
7
）。

草
深
ふ
る
さ
と
農
園
利
用
者

　
5
月
か
ら
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
も
こ
の
農
園
を
利
用
し

て
、
心
の
ふ
れ
あ
い
と
つ
く
り
育
て

る
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対 
市
内
在
住
の
人
。

胸
利
用
期
間
…
5
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

胸
区
画
面
積
…
約
　
㎡
。

30

胸
募
集
区
画
数
…
　
区
画
程
度
。

20

胸
利
用
料
金
…
5
月
か
ら
の
利
用
で

4
街
9
5
0
円
（
1
区
画
）。

■申 
電
話
も
し
く
は
直
接
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

6
）。

ベ
ス
ト
マ
ナ
ー
向
上
推
進
お
客
様
感
謝

「
2
0
1
3
ほ
く
そ
う
春
ま
つ
り
」

　
北
総
鉄
道
株
式
会
社
主
催
・
北
総

線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会
後
援
の

「
ほ
く
そ
う
春
ま
つ
り
」
が
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
て
、
み
な
さ
ん
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

21

10

3
時
（
荒
天
中
止
）。

■場 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
コ
ン

コ
ー
ス
、
自
由
通
路
、
ロ
ー
タ
リ
ー

周
辺
。

■内 
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
北
総
線
沿
線
物
産

展
・
模
擬
店
、
鉄
道
各
社
グ
ッ
ズ
即

売
会
、
駅
長
親
子
撮
影
会
、
着
ぐ
る

み
シ
ョ
ー
、「
ミ
ニ
電
車
」
の
運
行
な

ど
。

■問 
北
総
鉄
道
珂
（
緯
0
4
7
―
4
4

5
―
1
9
0
1
）。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

 　
～
パ
ソ
コ
ン
操
作
入
門
編
～

　
基
本
的
な
操
作
と
ワ
ー
ド
に
よ
る

文
書
作
成
、
ネ
ッ
ト
と
メ
ー
ル
な
ど

初
歩
操
作
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

11

12

も
午
前
9
時
　
分
～
午
後
4
時
　
分

30

30

（
全
2
日
）。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

15
■費 
5
0
0
円
。

■申 
4
月
　
日
我（
必
着
）ま
で
に
、
往

24

復
は
が
き
の
往
信
面
に
臼
住
所
渦
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
嘘
年
齢
唄
性
別
欝

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
ま
で

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。）。

※
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
・
大
森
3
9
3
4
―
1
・
緯
碓42 

2
9
1
1
）。

ザ
・
探
求
マ
ン
！

　「
星
空
の
不
思
議
を
探
れ
！
」

　
本
格
的
な
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、

宇
宙
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
月
の

ク
レ
ー
タ
ー
や
木
星
を
実
際
に
見
て

み
よ
う
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
後
6
時
～
8
時
。

18

■対 
小
学
生
と
そ
の
家
族
。

■定 
　
人
。

40
■申 
4
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

20

話
ま
た
は
左
記
窓
口
で
（
先
着
順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8
0

0
）。

６／２２
（土）

森
友
嵐
士（
Ｔ
―
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

A
coustic

Live
2013

供
男
た
ち
の
宴
僑

ま
1
人
ま
で
ひ
ざ
上
無
料
。
た
だ
し

座
席
が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を

ご
購
入
く
だ
さ
い
。
3
歳
以
上
の
お

子
さ
ま
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
4
月
　
日
臥
・
午

20

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
開
始
（
残
券
が
あ
る
場
合
は
4
月

　
日
峨
か
ら
電
話
受
け
付
け
開
始
）。

23　
ま
た
、
午
前
　
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト

10

ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
イ
ー

プ
ラ
ス
で
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
開
始
。
詳
し
く
は
、
文
化
ホ
ー

ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
T
―
B
O
L
A
N
の
ボ
ー
カ
ル
森

友
嵐
士
の
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
が
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
決
定
。
演
奏
予
定
曲

は
大
ヒ
ッ
ト
曲
の
「
離
し
た
く
は
な

い
」「
マ
リ
ア
」
な
ど
。

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
　
分
開

22

30

演
（
開
場
は
5
時
）。

■費 
5
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発

売
初
日
は
1
人
6
枚
ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行
い

ま
す
。

※
1
席
に
つ
き
3
歳
未
満
の
お
子
さ

６／２９
（土）

い
ん
ざ
い
寄
席
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
保
険

証
な
ど
の
年
齢
が
分
か
る
証
明
書
類

ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確

認
を
行
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
4
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
発

27

売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
、
4

月
　
日
華

29
か
ら
文
化

ホ
ー
ル
の

み
で
電
話

受
付
開
始
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
い
ん
ざ
い

寄
席
」。
今
回
は
三
遊
亭
円
楽
、
柳

亭
市
馬
、
金
原
亭
馬
治
（
印
西
市
在

住
）、
ロ
ケ
ッ
ト
団
ほ
か
を
お
迎
え

し
ま
す
。

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
後
4
時
開
演

29

（
開
場
は
3
時
　
分
）。

30

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発

売
初
日
は
1
人
6
枚
ま
で
）。

※
シ
ル
バ
ー
割
引
（
　
歳
以
上
）・

65

障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0
円

講
座
・
催
し

印
西
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
委
員

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
き
障

害
者
の
地
域
に
お
け
る
共
生
の
実
現

の
た
め
、
相
談
支
援
事
業
を
は
じ
め
、

地
域
の
障
害
福
祉
の
課
題
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
行
う
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
の
人
で
、
平

20

日
の
会
議
（
年
2
回
を
予
定
）
に
出

席
で
き
る
、
障
害
福
祉
に
関
心
の
あ

募
集

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が

　
　
　
　
変
わ
っ
た
ら
届
出
を

　
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
変
更
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

怯
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

に
加
入
す
る
と
き

　
会
社
を
退
職
し
た
と
き
（
被
扶
養

配
偶
者
も
同
様
）・
配
偶
者
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
と
き
（
収
入
増
や
離

婚
）
な
ど
は
、
必
ず
市
へ
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

怯
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

と
な
る
と
き

　
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
と
き

（
結
婚
や
退
職
な
ど
）・
配
偶
者
が
会

社
を
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
配
偶

者
の
勤
務
先
へ
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
第
3
号
被
保
険
者
が
第
1
号
被
保

険
者
に
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
必
ず

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
出
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記

ま
で
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2

8
9
・
2
9
9
）。

年
金

印
西
市
被
災
者
住
宅
再
建
資
金

利
子
補
給
金
制
度
を
継
続

　
市
で
は
千
葉
県
と
共
に
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
が
、
住
宅
再
建
の

た
め
に
一
定
額
の
資
金
を
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
そ
の
利
子

の
一
部
を
利
子
支
払
い
開
始
日
か
ら

5
年
間
補
給
す
る
補
助
金
制
度
の
運

用
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
平
成
　
年
度
も
、
受
け

25

都
市

み
な
さ
ん
自
身
の
手
で
、
お
い
し
い

野
菜
な
ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

文化ホール
中央駅前地域交流館
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
残
券
が
あ
る
場
合
は
、
電
話
予

約
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

三遊亭円楽さ三遊亭円楽さんん

パート英
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２５年（２０１３）４月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド
　
パ
ー
ト
英

■対 
【
体
験
教
室
】
小
学
4
年
生
以
上

【
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室
】
中
学
3
年

生
以
上
。

■定 
【
体
験
教
室
】　
人
【
ス
キ
ル
ア
ッ

20

プ
教
室
】　
人
。

10

■費 
4
日
間
の
申
し
込
み
は
1
街
2
0

0
円
。
前
半
2
日
も
し
く
は
後
半
2

日
の
申
し
込
み
は
6
0
0
円
。

■申 
5
月
5
日
蚊
ま
で
に
、
印
鑑
を
持

参
し
、
申
込
書
を
左
記
ま
で
提
出

（
先
着
順
）。

②
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
利
用
認

定
会
　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
施
設
を
利
用
し
、
利
用
認

定
会
を
開
催
し
ま
す
。
施
設
を
一
般

利
用
す
る
た
め
に
は
、
利
用
認
定
会

で
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■時 
6
月
8
日
臥
・
午
後
7
時
～
8
時

　
分
。

50■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
。

■対 
高
校
生
以
上
。

■定 
　
人
。

10
■費 
1
街
0
0
0
円
（
同
日
に
開
催
さ

れ
る
教
室
に
申
し
込
ん
で
い
る
場
合

は
7
0
0
円
）。

■申 
5
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
印
鑑
を
持

19

参
し
申
込
書
を
左
記
ま
で
提
出
（
先

着
順
）。

※
①
②
と
も
に
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
公
民
館
、
出
張
所
に
あ

る
申
込
書
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
。

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

■時 
5
月
　
日
～
6
月
　
日
の
毎
週
日

12

30

曜
日
・
午
前
9
時
～
（
約
2
時
間
、
受

け
付
け
8
時
　
分
～
）。

30

※
雨
天
の
場
合
中
止
。

■場 
松
山
下
公
園
5
番
～
8
番
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
）。

■対 
市
内
在
住
も
し
く
は
市
硬
式
テ
ニ

ス
連
盟
加
盟
者
で
原
則
8
日
間
受
講

可
能
な
人
。
①
一
般
＆
シ
ニ
ア
②

ジ
ュ
ニ
ア
で
区
分
け
あ
り
。

■定 
　
人
（
①
②
と
も
に
お
お
む
ね
各

60
　
人
）。

30■費 
中
学
生
以
下
5
0
0
円
、
高
校
生

以
上
4
街
0
0
0
円
（
初
回
に
徴

収
）。

■他 
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー
ズ
を

持
参
。

■申 
4
月
　
日
臥
～
　
日
峨
ま
で
に
、

20

30

松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
事
務
室
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
左
記
ま
で
提
出
（
先
着
順
）。

※
天
候
状
況
で
中
止
す
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
現
地
で
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
。

春
季
市
民
卓
球
大
会

■時 
5
月
　
日
蚊
・
9
時
　
分
～
（
受

26

30

け
付
け
9
時
　
分
～
）。

15

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■内 
個
人
戦
（
組
み
合
わ
せ
は
事
務
局

一
任
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学

生
以
上
の
人
。

■費 
中
学
生
1
0
0
円
、
高
校
生
5
0

0
円
、
一
般
1
街
0
0
0
円
（
た
だ

し
、
連
盟
登
録
者
は
5
0
0
円
）。

■申 
5
月
9
日
牙（
必
着
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
一

般
か
高
校
生
か
を
記
入
し
た
申
込
書

と
参
加
費
を
添
え
て
、
現
金
書
留
で

左
記
へ
。

■問 
印
西
市
卓
球
連
盟
事
務
局
・
櫻
井

日
出
男
（
〒
2
7
0
―
1
3
2
7
印

ル
ン
バ
な
ど
を
一
年
で
学
び
ま
す
。

■時 
毎
週
日
曜
日
・
午
後
3
時
～
5
時
。

※
講
師
は
毎
週
2
時
間
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館（
中
央
南
）。

■対 
老
若
男
女
、
経
験
問
わ
ず
。

■費 
入
会
金
2
街
0
0
0
円
、
月
額

2
街
5
0
0
円
。

■他 
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
持
参
。

■申 
随
時
。
見
学
時
で
も
可
。

■問 
沢
崎
哲
文
（
■携 
0
8
0
―
5
0
4

2
―
0
7
5
4
）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
第

　
回
定
期
演
奏
会
」

15■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

12

場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

■内 
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
風
景
、
交
響
詩

「
ド
ン
フ
ァ
ン
」
ほ
か
。
噛
指
揮
…

高
橋
俊
之
氏
。

■費 
入
場
料
8
0
0
円
（
当
日
券
の
み
。

小
・
中
学
生
無
料
）。
全
席
自
由
席
。

【
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

■申 
4
月
　
日
峨（
必
着
）で
往
復
は
が

30

き
の
両
面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
ご
覧
の
情
報
誌
・「
定
演
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望
」と
記
入
し
、あ

て
先（
〒
2
7
0
―
1
4
2
4
白
井

市
堀
込
2
―
2
中
銀
マ
ン
シ
オ
ン
管

理
事
務
所
気
付
）へ（
先
着
　
人
）。

30

■問 
石
川
（
緯
0
4
7
―
4
9
2
―
7

7
0
9
）。

怯
お
産
に
つ
い
て
話
そ
う
・
母
乳
育

児
の
ス
タ
ー
ト

　
お
産
の
話
、
妊
娠
中
か
ら
知
っ
て

お
き
た
い
母
乳
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
を

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

21

10

30

　
時
　
分
。

12

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

噛
講
師
…
的
場
晴
美
氏
（
助
産
師
）

ほ
か
。

■対 
妊
婦
さ
ん
、
育
児
中
の
マ
マ
と
赤

ち
ゃ
ん
、
そ
の
ご
家
族
。

■費 
無
料
。

■問 
安
藤
（
緯
碓47 
0
5
1
6
）。

怯
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
第
　
回
定
期
演
奏
会
」

28
■時 
4
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

28

場
1
時
　
分
～
）。　

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
交
響
曲
第
8
番

「
新
世
界
よ
り
」
第
4
学
章
、
は
と

ぽ
っ
ぽ
世
界
旅
行
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ

ン
ズ
メ
ド
レ
ー
、
千
と
千
尋
の
神
隠

し
ほ
か
。
噛
指
揮
…
三
橋
慶
明
氏
。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
事

務
局
・
 平
八
重
 （
緯
0
4
―
7
1
8

ひ
ら
や
え

7
―
1
4
1
5
）。

怯
鉄
道
模
型
運
転
会

　
印
西
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ
で
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
N
ゲ
ー
ジ
・
H
O

ゲ
ー
ジ
・
プ
ラ
レ
ー
ル
の
運
転
会
を

開
催
し
ま
す
（
無
料
）。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
状
況
に
よ

り
時
間
の
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■時 
5
月
4
日
臥
・
午
後
1
時
～
5
時
、

5
日
華
・
午
前
9
時
～
午
後
3
時
　
分
。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■問 
印
西
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ
・
関
根

（
緯
碓42 
2
3
0
9
）。

怯
本
格
的
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
お
花
の
あ
る
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

■時 
4
月
　
日
我
・
午
後
1
時
～
。

24

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
講
習
室
。

■対 
一
般
。

■費 
6
5
0
円
。

■他 
は
さ
み
、
新
聞
紙
、
持
ち
帰
り
袋

を
持
参
。

■申 
4
月
　
日
臥
ま
で
に
左
記
へ
。

20

■問 
榎
本
（
■携 
0
9
0
―
3
0
8
4
―

5
4
5
4
）。

怯
「
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
中
央
」
サ
ー

ク
ル
会
員
募
集

　
4
月
よ
り
一
歩
上
達
し
た
い
人
の

社
交
ダ
ン
ス
新
講
座
開
講
。
ワ
ル
ツ
、

小
学
校
プ
ー
ル
を

　
　
　
夏
休
み
に
開
放
し
ま
す

　
市
内
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
、
夏
休

み
期
間
中
の
　
日
間
、
学
校
体
育
施

10

設
開
放
利
用
と
同
様
に
、
対
象
と
な

る
団
体
に
開
放
し
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
団
体
は

必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
。

19

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
団
体
登
録
を
行
い
、
自
主
的
に
管

理
責
任
者
と
監
視
員
を
置
け
る
団
体
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

①
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
（
体
験
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
施
設
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
教
室
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
、
6
月
2

12

19

日
蚊
、
8
日
臥
・【
体
験
教
室
】
午

後
5
時
～
6
時
　
分
【
ス
キ
ル
ア
ッ

50

プ
教
室
】
午
後
7
時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
（
浦
部
）。

ス
ポ
ー
ツ

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
用
油

（
廃
食
油
）
の
拠
点
回
収
を
実
施

　
廃
食
油
は
、
石
け
ん
・
イ
ン
ク
・

燃
料
な
ど
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
が
可
能
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
て
、
各
回
収
場
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
ご
み
の
減
量
化
や
水
質
保
全
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
回
収
場
所
】
①
市
役
所
2
階
ク

リ
ー
ン
推
進
課
②
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
③
中
央
公
民
館
④
永

治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
⑤
小
林

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
⑥
木
刈
フ
レ

ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
⑦
ふ
れ
あ
い
文
化

館
⑧
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
⑨
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
⑩
印
旛
支
所
⑪
本
埜

支
所
⑫
印
旛
公
民
館
⑬
本
埜
公
民
館

⑭
滝
野
出
張
所
⑮
平
賀
出
張
所
。

※
各
施
設
の
休
館
日
な
ど
に
ご
注
意

環
境

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
）。

地
下
水
汚
染
に
係
る
家
庭
用
浄

水
器
の
購
入
や
設
置
に
助
成

　
市
で
は
、
地
下
水
汚
染
対
策
の
推

進
を
図
り
、
市
民
の
健
康
を
保
持
す

る
た
め
、
次
の
該
当
す
る
項
目
に
つ

い
て
、
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
井
戸
水

を
使
用
し
て
い
る
市
民
を
対
象
に
、

5
月
1
日
よ
り
浄
水
器
の
設
置
費
用

の
一
部
補
助
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
や
補
助
対
象
浄
水

器
お
よ
び
補
助
率
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
該
当
項
目
】

　
次
の
項
目
に
お
い
て
、
基
準
値
を

超
過
し
て
い
る
こ
と
。

▼
硝
酸
性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
性
窒

素
▼
ヒ
素
▼
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

▼
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
▼
シ
ス

―
1
、
2
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
1
～
3
6
3
）。

　
平
成
　
年
3
月
1
日
付
け
で
、
西

25

福
寺
（
小
林
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る

木
造
不
動
明
王
立
像
お
よ
び
木
造
毘

沙
門
天
立
像
が
、
千
葉
県
の
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
仏
像
は
、
像
内
の
墨
書
銘
か
ら
、

　
世
紀
後
半
に
下
総
地
方
を
中
心
に

13活
躍
し
た
仏
師
賢
光
の
作
と
さ
れ
、

当
地
域
の
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
、

貴
重
な
仏
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仏
像
は
現
在
非
公
開
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
4
月
　
日
峨
～
6
月
　
日

16

16

蚊
ま
で
千
葉
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ

る
展
覧
会
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
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萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱
萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱萱

広報レポーターを募広報レポーターを募集集

胸応募資格…市内在住20歳以上の人で、自家
用車・バイクなどでの移動ができ、写真撮影の
できる人。
胸募集人数… 5人程度（多数応募の場合、地
域・年齢などを考慮して委嘱）。
胸活動内容…各種催し・講座、市民活動、公
共施設などの取材、記事作成およびレポー
ター会議（年2回程度）への出席。
胸任期…平成25年6月から1年間。
胸謝礼…一つの記事につき4，000円。
胸応募方法…はがき、ＦＡＸまたはＥメール
で①住所②氏名③年齢④性別⑤職業⑥電話
（ＦＡＸ）番号⑦応募動機を明記し、5月10日
画までに下記まで。
■問 秘書広報課広報広聴班（〒270－1396印西
市大森2364－2・緯内線418、419・胃碓42 1150・
■メール hisyokouhouka@ml.city.inzai.chiba.jp）。

西
市
大
森
4
4
5
0
―
1
3
・
■携 
0

9
0
―
8
8
7
7
―
5
7
2
0
）。

木
造
不
動
明
王
立
像
お
よ
び
木
造
毘
沙
門
天
立
像

が
県
指
定
有
形
文
化
財
に

き
ま
す
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
6
）。

葛
木
造
不
動
明
王
立
像
（
左
）
と

木
造
毘
沙
門
天
立
像
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児
童
手
当
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
児
童
手
当
制
度
は
、
家
庭
な
ど
に

お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

で
、
転
入
・
出
生
な
ど
に
よ
り
児
童

手
当
を
申
請
す
る
場
合
、　
日
以
内

15

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　15

日
を
過
ぎ
た
場
合
、
申
請
を
し
た
日

の
翌
月
か
ら
の
支
給
対
象
に
な
る
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
6
月
に
児
童
手
当
現

況
届
（
更
新
の
手
続
き
）
が
あ
り
ま

す
。
関
係
書
類
は
6
月
は
じ
め
に
郵

送
予
定
で
す
の
で
、
必
ず
6
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
み
な
さ
ん
は
、
職
場
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
職
場
か

ら
の
支
給
）。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
8
）。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の

　
　
補
聴
器
購
入
費
助
成
を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

■対 
印
西
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、　18

歳
未
満
で
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
児
童
。

▼
対
象
児
が
属
す
る
世
帯
に
市
民
税

所
得
割
額
　
万
円
以
上
の
者
が
い
な

46

い
こ
と
▼
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、

言
語
の
習
得
等
に
一
定
の
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
▼
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
　
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
医
師
が
補

70

聴
器
の
装
用
を
必
要
と
認
め
る
こ
と

▼
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
者
で
あ
る
こ
と

胸
助
成
対
象
補
聴
器
…
軽
・
中
・
高
・

重
度
難
聴
用
（
ポ
ケ
ッ
ト
型
・
耳
か

け
型
）、
耳
あ
な
型
（
レ
デ
ィ
メ
イ

ド
・
オ
ー
ダ
ー
）、
骨
導
式
（
ポ
ケ
ッ

ト
型
・
眼
鏡
型
）
ほ
か
。

胸
助
成
額
…
市
が
定
め
る
額
と
購
入

費
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
3

分
の
2
（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨

て
）。

※
ま
ず
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

事
前
に
購
入
し
た
場
合
は
助
成
の
対

新
小
学
4
年
生
の
「
子
ど
も
医

療
費
助
成
受
給
券
」
の
更
新

　
今
年
、
小
学
4
年
生
に
な
っ
た
お

子
さ
ん
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

券
は
、
有
効
期
間
が
3
月
　
日
ま
で

31

で
す
。

　
平
成
　
年
　
月
の
制
度
改
正
に
伴

24

12

い
、
中
学
3
年
生
ま
で
受
給
券
が
利

用
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
有

効
期
間
を
7
月
　
日
ま
で
更
新
し
た

31

受
給
券
を
、
3
月
　
日
に
送
付
し
ま

25

し
た
（
こ
の
更
新
に
つ
い
て
の
申
請

手
続
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
受
給
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

有
効
期
間
が
切
れ
た
受
給
券
は
、
左

記
窓
口
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

福
祉

　
自
転
車
は
「
く
る
ま
」
で
す
。
自

転
車
は
、
歩
行
者
と
同
様
の
扱
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
転
車
の
絡
む
事

故
の
多
く
は
、
自
転
車
利
用
者
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
、
運
転
マ

ナ
ー
の
欠
如
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　結縁寺町内会は、
苛自治総合セン
ターの宝くじ助成
金で、老朽化した
みこしを修理しま
した（写真右）。
　新しくなったみ
こしは地区の秋祭
りに活用され、地
域住民の 親睦 や融

しんぼく

和に役立てられます。町内会活動の、ますま
すの活性化が期待されます。
■問 市民活動推進課市民活動支援班（緯内線
344）。

平
成
　
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

25

■時 
7
月
　
日
峨
。

23

■場 
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示
場
（
千
葉

市
美
浜
区
）。

胸
願
書
配
布
…
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
印
旛
保
健
所
）
お
よ
び
印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
田
支
所
で
配

布
中
。

■申 
5
月
　
日
峨
～
　
日
牙
・
午
前
　

21

23

10

時
～
午
後
4
時
に
千
葉
県
印
旛
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
佐
倉
市
・
印
旛
合

同
庁
舎
内
）
へ
。

■問 
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
緯
0

4
3
―
4
8
3
―
1
1
3
4
）。

そ
の
ほ
か

■申 
4
月
　
日
峨
ま
で
に
代
表
者
氏

30

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
胃

碓46 
9
0
3
1
へ
。

■問 
浅
海
（
■携 
0
9
0
―
1
8
8
0
―

6
2
7
2
）。

怯
第
8
回
小
林
鯉
の
ぼ
り
大
会

　
子
ど
も
は
ま
ち
の
宝
。
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
み
な
さ

ん
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
そ
の
願
い

を
込
め
て
、
小
林
の
地
に
鯉
の
ぼ
り

を
青
空
に
泳
が
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、　
匹
の
鯉
の
ぼ
り
と
子
ど

70

も
鯉
の
ぼ
り
3
街
0
0
0
匹
を
目
標

に
開
催
し
ま
す
。

■時 
5
月
5
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

3
時
（
雨
天
中
止
）。

■場 
J
R
小
林
駅
北
口
前
広
場
、
ダ
イ

ヤ
リ
ッ
ク
ス
珂
前
。

■内 
祭
典
の
ほ
か
、
優
秀
作
品
表
彰
、

模
擬
店
、
子
ど
も
ゲ
ー
ム
、
舞
台
発

表
な
ど
。

■費 
無
料
。　
　

■他 
当
日
の
「
子
ど
も
遊
び
係
」
募
集

中
（
詳
し
く
は
左
記
へ
）。

※
　
匹
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
4
月
　
日

70

14

～
5
月
5
日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

に
掲
揚
。
子
ど
も
鯉
の
ぼ
り
は
日
本

医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
と
小
林
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
内
に
4
月
　
日
18

牙
～
5
月
2
日
牙
に
展
示
予
定
。

■問 
小
林
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
会
・

高
橋
（
緯
碓97 
2
5
7
7
）。

怯
コ
ス
モ
ス
新
体
操
ク
ラ
ブ
「
新
体

操
体
験
教
室
」

　
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
新
体
操
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
4
月
　
日
臥
・
①
正
午
～
　
時
　

20

12

50

分
②
午
後
1
時
～
2
時
　
分
。

15

■場 
い
ず
れ
も
原
山
小
体
育
館
（
予

定
）。

■対 
①
5
歳
～
小
学
2
年
生
②
小
学
3

年
生
以
上
。

■定 
①
②
と
も
に
　
人
。

20

■費 
無
料
。

■申 
4
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

19

■問 
北
崎
（
■携 
0
8
0
―
4
1
5
7
―

0
9
1
5
・
■メール co

sm
o
s.k
itaza

k
i@
g
m
ail.co

m

）。

怯
第
3
回
印
西
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会

　
さ
わ
や
か
な
若
葉
の
香
り
の
中
を

歩
き
ま
せ
ん
か
（
全
行
程
約
6
娃
）。

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

19

10

3
時
（
予
定
）。

※
雨
天
時
は
　
日
蚊
に
順
延
。

26

■場 
美
瀬
の
林
公
園
に
集
合
（
駐
車
場

は
印
旛
支
所
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
を
代
表

と
す
る
2
～
4
人
の
チ
ー
ム
。

■定 
　
チ
ー
ム
。

60
■費 
一
人
1
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

パート衛

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
5
7
）。

育
成
医
療
の
申
請
窓
口
の
変
更

　
千
葉
県
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
印
旛
保
健
所
）
が
窓
口
と
な
っ
て
い

た
育
成
医
療
は
、
4
月
1
日
か
ら
申

請
窓
口
が
印
西
市
社
会
福
祉
課
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

【
制
度
に
つ
い
て
】

　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
ま
た

は
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
将
来
障
が

い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾
患
が
あ

る
児
童
が
、
そ
の
障
が
い
を
除
去
・

軽
減
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
手
術

な
ど
の
治
療
を
行
う
場
合
の
医
療
費

を
一
部
公
費
負
担
す
る
制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま
で
。

栢 市内小学生が大健闘 栢
　去る3月4日、内野小学校
が第十回全日本小学校ホーム
ページ大賞を受賞したことを
称え、教育委員会教育長から
表彰状を内野小学校の代表児
童に手渡しました。
　この表彰は、スポーツの大
会および各種コンクールにお
いて優秀な成績を収め、功績
のあった児童および生徒（団体を含む）を表彰するものです。

怯内野小に印西市教育委員会児童・生徒表彰

　去る3月12日本埜第二小学校で『平成24年度いきいきちばっ
子「元気アップ・プラン大作戦」コンクール』の表彰式が行われ
ました。同コンクールは、千葉県教育委員会が推進する子どもた
ちの健康・体力づくりを目的とした取り組みの一つ。本埜第二小
学校では「自分で決めた運動を続ける」「野菜を毎日しっかり食
べる」など、全校児童がよりよい生活習慣を身に付けるための取
り組みを実施。家庭と連携しながら、一年間継続して行ったこと
も評価され、今回の受賞に至りました。
　県内で優秀賞に選ばれたのは三校。表彰式では、県教育委員会
の淺岡室長から学校・学
年代表児童へ優秀賞や認
定証が授与され、計画委
員会の児童からは、取り
組みの内容やその成果に
ついての発表がありまし
た。

怯いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」
コンクールで本埜第二小が優秀賞を受賞

▲大木教育長（左）から賞状を授与

認定証を手にする本埜第二小児童た認定証を手にする本埜第二小児童たちち

　
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
、
運
転
マ

ナ
ー
向
上
は
、
自
転
車
利
用
者
と
し

て
の
責
務
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
交
通

事
故
を
誘
発
し
な
い
自
転
車
運
転
を

こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
2
）。

 毎
月
　
日
は
「
自
転
車
安
全
利
用
の
日
」

15

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

 宝くじ助成金で
　結縁寺町内会がみこしを修理

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド
　
パ
ー
ト
衛

胸おわびと訂正胸

　「平成25年度いんざい保健センターだ
より」に掲載されている市内医療機関（歯
科）のうち「牧の原モアはとがい歯科」
の所在地および「滝野歯科医院」「ガーデ
ンモール印西歯科」の電話番号の記載に
誤りがありました。
　正しくは下表のとおりですので、おわ
びして訂正いたします。
■問 健康増進課総務班（中央保健センター
内・緯碓42 5595）。

誤正訂正内容医療機関名

牧の原3－1牧の原1－3所在地牧の原モア
はとがい歯科

緯碓48 2118緯碓80 9511電話番号滝野歯科医院

緯碓80 9511緯碓48 2118電話番号ガーデンモール
印西歯科

平成２５年（２０１３）４月１５日号（４）
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①
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
日
常
生
活
に
必
要
な
生
活
機
能
の

低
下
が
み
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
ま
た

対
象
者
の
生
活
状
況
を
確
認
す
る
た

め
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施

し
ま
す
。

■対 
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
を
除
く

　
歳
以
上
の
人
。

65胸
実
施
方
法
…
4
月
下
旬
に
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
ま
す
。

持
・
向
上
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
向
上

を
目
的
に
、
理
学
療
法
士
の
指
導
の

も
と
、
ど
な
た
で
も
負
担
が
少
な
く

安
全
に
楽
し
く
取
り
組
め
る
運
動
を

行
い
ま
す
。

胸
詳
細
…
左
表
1
の
と
お
り
。

碓伺 
注
意
…
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
結
果
に
お
い
て
、運
動
機
能
の
項

目
で「
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」と
な
っ

た
人
を
優
先
に
対
象
者
に
し
ま
す
。

③
脳
の
健
康
教
室

茨
学
習
者
募
集

■内 
簡
単
な
計
算
や
読
み
書
き
、
手
先

を
使
う
数
字
盤
を
行
う
こ
と
に
よ
り

脳
の
前
頭
前
野
を
活
性
化
さ
せ
、
脳

の
老
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
学

習
者
と
会
話
を
す
る
こ
と
や
、

週
に
一
回
決
め
ら
れ
た
時
間

に
教
室
に
通
う
こ
と
で
生
活

記
入
後
、
指
定
の
期
日
ま
で
に
問
合

せ
先
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日

ま
で
に
返
送
し
て
い
た
だ
い
た
人
に

対
し
、
6
月
下
旬
ご
ろ
に
結
果
を
送

付
し
ま
す
。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

②
高
齢
者

　
　
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

■内 
主
に
歩
く
の
に
必
要
な
筋
力
の
維

の
リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

胸
詳
細
…
左
表
2
の
と
お
り
。

芋
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■内 
学
習
教
室
の
運
営
を
手
伝
っ
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。
学
習
者
へ
の
助
言
・
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
で
、
高
齢
者
の
心
身
の

健
康
増
進
に
理
解
が
あ
り
、
学
習
者

と
明
る
く
学
習
を
楽
し
め
る
人
（
特

別
な
資
格
は
不
要
）。

胸
日
程
…
次
の
通
り
。

【
学
習
日
】
①
7
月
～
　
月
の
毎
週

11

金
曜
日
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
②

　
月
～
平
成
　
年
3
月
の
毎
週
木
曜

11

26

日
（
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
）。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
中
3
時
間
程
度
。

【
説
明
会
・
事
前
講
習
会
】
①
6
月

中
に
2
日
間
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
養

 平
成
　
年
度
の
印
西
市
介
護
予
防
事
業

25

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
高

齢
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、
次
の
①
～
⑥
の
介
護
予
防
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
は
国
民
の
努
力
義
務
と
い
う
位
置
付
け
も
あ
り
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

胸表1　筋力向上トレーニング詳細胸
本埜地区印旛地区印西地区

会場 プレーゲ本埜
（笠神１６２０）

ヤックス印旛日医大
（舞姫１－５－１）

総合福祉センター
（竹袋６１４－９）

本埜地区在住の６５歳以上の人
（小林を含む）

印旛地区在住の６５歳以上の人
（原・東の原を含む）

印西地区在住の６５歳以上の人
(小林・原・東の原は除く）対象者 要支援・要介護認定者を除く
※基本チェックリストにおいて、運動機能の項目で、「気をつけましょう」となった人を優先的に対象者にします。

９月～
平成２６年２月末毎週火・金曜日

９月～
平成２６年２月末毎週月・金曜日

９月～
平成２６年２月末毎週木曜日学習期間

午前１０時３０分～正午午後３時～４時３０分午後２時～３時３０分実施時間
火曜日：１２人（先着順）
木曜日：１２人（先着順）

月曜日：１０人（先着順）
金曜日：１０人（先着順）２０人（先着順）定員

月１，０００円利用料
あり（対象地区在住の人）あり（対象地区在住の人）あり（対象地区在住の人）送迎

７月１日～７月１９日申込期間
介護福祉課生きがい支援班（緯内線２７２）申込先

胸表2　「脳の健康教室」詳細胸
中央駅前地域交流館
（中央南１－２）

総合福祉センター
（竹袋６１４－９）会場

市内在住の６５歳以上の人（要支援・要介護認定者を除く）。
※新規申込者を優先的に対象者にします。対象者

11月～
平成２６年3月末毎週木曜日7月～11月末毎週金曜日学習期間

午前中3時間程度実施時間
２０人（先着順）２０人（先着順）定員

月１,０００円利用料
なし送迎
5月１日～5月31日申込期間
介護福祉課生きがい支援班（緯内線２７２）申込先

胸表3　介護予防事業まるごと教室詳細胸

問い合わせ・
申し込み申込期間実施期間など会場対象者教室名

印西地域包括
　　支援センター
緯碓４２ ２９２２

４月３０日峨まで

５月～１０月
保健福祉
　　　センター
(高花
　　２－１－５）

印西市在住
で、65歳以
上の介護保
険「要支援・
要 介 護 認
定」を受け
てない人。
※いずれの
教室も送迎
はありませ
ん。

ゆうゆう
　　タイム1

第１・３水曜日

午前１０時～正午

８月１日～
　　　８月３０日

１０月～平成２６年３月小林
　コミュニティ
　　　　プラザ
（小林北
　　5－1－6）

第２・４火曜日

午前１０時～正午

印旛地域包括
　　支援センター
緯碓９８ １１１５

４月１日俄から
　　　　　　随時

５月～平成２６年３月
ふれあい
センターいんば
（美瀬1－25）

生涯現役
　らくらく
　　　教室

2 第２・第４木曜日

午前9時45分
　　　　　～１１時３０分

本埜地域包括
　　支援センター
緯碓９７ ５５０３

随時受付中

４月～平成２６年３月

本埜公民館
（中根1375）

もとの元気
でスマイル3 第１・第３火曜日

午前９時３０分～
　　　　　　１１時３０分

介護福祉課

印西市社会福祉協議会 ボランティア

ボランティアの
受け入れ施設
（市内介護保険施設な
ど）

ボランティア事業・活動の申請

ボランティア事業・活動の指定

臼ボランティア登録

渦受け入れ施設の紹介

欝評価ポイントの付与、交付金の申し出

蔚交付金の振り込み

嘘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

唄
ス
タ
ン
プ
押
印

事
業
委
託

胸印西市介護支援ボランティア制度 利用の流れ胸

成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■申 
5
月
　
日
我
ま
で
に
左
記
ま
で
。

15

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班
。

④
介
護
予
防
事
業
ま
る
ご
と
教
室

■内 
市
内
3
カ
所
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
、
各
地
域
で

運
動
、
口
腔
・
栄
養
の
講
座
、
介
護

予
防
に
お
い
て
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
総
合
的
に
実
施
し
ま
す
。

胸
詳
細
…
左
表
3
の
と
お
り
。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班
。

⑤
介
護
支
援

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

■内 
介
護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
高
齢
者
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
数
に
応
じ
て
交
付
金
を
交
付
す
る

制
度
で
す
。

■対 
市
内
に
居
住
す
る
　
歳
以
上
の
人

65

（
印
西
市
介
護
保
険
第
一
号
被
保
険

者
）。

胸
利
用
の
流
れ
…
左
図
の
と
お
り
。

胸
交
付
金
…
年
間
5
街
0
0
0
円
以

内
。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）、
印
西
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
緯
碓42 
0
2
9
4
）。

⑥
地
域
展
開
型

　「
い
ん
ざ
い
健
康
貯
筋
運
動
」

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
市
で
は
、
ご
自
分
の
家
か
ら
徒
歩

で
通
え
る
場
所
で
、
自
治
会
な
ど
の

地
域
で
自
主
的
に
運
営
し
な
が
ら
継

続
し
て
運
動
で
き
る
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
健
康
貯
筋
運
動
を
支
え
て
く

だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、「
健
康

貯
筋
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
日
程
…
5
月
　
日
峨
、　
日
峨
、

14

21

　
日
峨
・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
3

28時
　
分
。

30
■場 
市
役
所
会
議
棟
2
0
4
会
議
室
。

■内 
茨
地
域
展
開
型
「
健
康
貯
筋
運

動
」
に
つ
い
て
芋
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
。

■対 
3
日
間
講
座
に
参
加
で
き
る
市
内

在
住
の
人
で
健
康
増
進
や
地
域
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
人
。

■定 
　
人
。

15
■申 
4
月
　
日
俄
か
ら
左
記
ま
で
（
先

15

着
順
）。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

高齢者のみなさんがいつま
でも元気でいられるよう、
一生懸命応援します外

（５）平成２５年（２０１３）４月１５日号
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平成２５年（２０１３）４月１５日号（６）

  印
西
市
 の

い
ん
ざ
い
し

 国
際
化
 を

こ
く
さ
い
か

 考
 え
る

か
ん
が

 ～
 世
界
 と
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
～

せ
か
い八

百
種
の
動
植
物
の
生
息
す
る
印
西
の
原
は
奇
跡
と
思
ふ

大
　
森
　
　
　
安
孫
子
正
子

浅
草
に
買
ひ
し
小
筆
の
使
ひ
よ
し
今
に
 四
年
 か
軸
に
つ
や
あ
り

よ
と
せ小

倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

北
風
の
 眼
 に
冷
た
く
沁
み
つ
つ
も
わ
が
背
に
春
の
日
差
し
の
ぬ
く
し

ま
な
こ

若
　
萩
　
　
　
堀
江
　
二
雄

く
れ
な
ゐ
に
日
毎
伸
び
ゆ
く
薔
薇
の
芽
に
話
し
か
け
つ
つ
手
入
れ
愉
し
む

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

人
住
ま
ず
な
り
て
十
余
年
の
古
き
家
背
戸
の
小
丘
に
吾
は
立
ち
見
つ

　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

童
話
め
く
春
夕
焼
け
の
中
に
居
り

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

迷
ふ
の
も
楽
し
み
花
の
種
を
買
ふ

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

ジ
ャ
ン
ボ
機
の
間
に
浮
か
ぶ
春
の
雲

岩
　
戸
　
　
　
荒
木
　
コ
ト

枯
葉
さ
え
触
れ
合
い
求
め
風
に
舞
う

小
倉
台
　
　
　
山
田
　
　
明

 霾
 
や
天
に
目
を
剥
く
鬼
瓦

つ
ち
ふ
る

木
　
刈
　
　
　
渡
辺
　
敏
子

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

広報レポーター：
 深堀 
ふかほり

  哲夫 （内野）
てつお 大森図書館

▲紙芝居からCD、DVDまで幅広い
メディアを取り扱う図書館

▲見慣れた貸し出し業務（上写真）の
ほか、本の修復作業も行います

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

掲載情報は4月1日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

①船穂中学校女子制服・ジャージ②プリンター③食器洗い乾燥機（家庭用）④ス
キー服（女性用）⑤パンツプレス⑥インクジェットプリンタ用インク７色（１千
円）⑦ハイローベット＆チェア（８００円）⑧小林中学校の学生服、長袖とＹシャツ
（ズボン２００円、Ｙシャツ３００円）⑨しおん幼稚園帽子。

①わだ幼稚園男児、園服及び体操服②うす、きね③ロックミシン④子供用自転車、一
輪車⑤大森小学校の体操服⑥ピアノ（アップライト）⑦印西中学校の女子用制服と運
動着⑧しおん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）
⑨天神幼稚園男児、女児制服、ブラウスなど⑩犬用乳母車⑪  ベビーカー⑫補聴器。

　「
本
と
い
う
本
の
全
て
は
、
自

分
の
命
の
次
に
大
切
な
物
」
と
教

わ
り
育
っ
た
わ
た
し
に
は
、
大
森

図
書
館
（
大
森
2
5
3
5
）
を
含

む
市
内
6
館
の
蔵
書
…
　
万
8

53

千
冊
は
ま
る
で
夢
の
よ
う
な
蔵

書
数
で
す
。

　
市
町
村
合
併
後
の
人
口
9
万

人
余
の
当
市
が
、
大
森
図
書
館

を
中
心
に
、
小
林
・
そ
う
ふ
け
・

小
倉
台
・
印
旛
・
本
埜
の
分
館

に
よ
っ
て
市
民
の
期
待
に
よ
り
、

情
報
発
信
を
し
て
い
る
実
情
は
、

全
国
の
活
字
好
き
の
人
た
ち
に

も
知
ら
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で

す
。

　
し
か
も
、
最
近
の
図
書
館
は

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
伴
い
、

C
D
、
D
V
D
な
ど
以
外
に
も

ビ
デ
オ
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
専
門

的
な
機
器
の
整
備
も
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
併
せ
て
、
職
員
も

技
術
や
知
識
の
習
得
を
行
い
、

ゆ
く
ゆ
く
は
ブ
ル
ー
レ
イ
や
3

D
な
ど
の
最
新
鋭
メ
デ
ィ
ア
の

取
り
込
み
も
視
野
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
読
書
の
推
進
を
ど
う

進
め
る
か
…
課
題
は
次
々
に
押

し
寄
せ
て
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
各
館
で
行
わ

れ
て
い
る
「
読
み
聞
か
せ
お
話

会
」
な
ど
は
と
て
も
貴
重
な
事

業
だ
と
思
い
ま
す
。
同
事
業
は
、

絵
本
や
紙
芝
居
を
通
じ
て
お
話

の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
と
聞
き
ま
し
た
。

参
加
者
も
1
街
7
7
1
人
と
好

評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
一
方
で
、
残
念
な
こ
と
に
乱

暴
に
取
り
扱
わ
れ
、
破
損
し
た

本
も
多
く
あ
り
、
こ
ち
ら
は
出

前
講
座
「
本
の
修
理
講
習
会
」

と
し
て
開
催
し
多
く
の
参
加
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
図
書
館
で
は
、
よ
く
目
に
す

る
貸
し
出
し
作
業
の
ほ
か
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
本
の
補
修
を

行
う
作
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
目
に
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、

普
段
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
本
と
同

量
の
本
が
、
電
動
式
の
書
架
で
管

理
さ
れ
て
い
る
光
景
は
一
見
に
値

し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
館
で
は
モ
ネ
や
ル
ノ

ア
ー
ル
な
ど
の
名
画
の
複
製
品

（
貸
し
出
し
可
）
や
名
作
民
話
「
そ

う
ふ
け
っ
ぱ
ら
の
き
つ
ね
」
の
原

画
な
ど
貴
重
な
作
品
が
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
深
刻
な
活
字
離
れ
…
と
い
わ
れ

て
久
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
図

書
館
で
統
計
を
取
っ
て
い
る
「
個

人
図
書
貸
出
冊
数
推
移
」
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
6
館
合
わ
せ
て
　23

万
人
（
平
成
　
年
度
）
の
市
民
が

23

図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
読
書
欲
を
刺
激

す
る
よ
う
な
図
書
の
整
備
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

■問 
大
森
図
書
館（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

 広報 
こうほう

 レポ ー タ ー：
れ ぽ  た

 清水  
し み ず

 武彦 （
たけひこ

 小林 ）
こばやし

　
 平
成
 　

へ
い
せ
い

 年
 3
ね
ん

 月
時
点
 、

が
つ
じ
て
ん

 市
内
 

し

な

い

 在
 
ざ
い

23

 住
 の
じ
ゅ
う

 外
国
人
 は
1
街
0
8
4

が
い
こ
く
じ
ん

 人
 
に
ん

（
 人
口
比
 1
・
2
％
）　

じ
ん
こ
う
ひ

 カ
国
 と

か

こ

く

46

な
っ
て
い
ま
す
。

　
 現
在
 、

げ
ん
ざ
い

 市
 で
は

し

 国
際
化
 に

こ
く
さ
い
か

 対
 し
、

た
い

 平
成
 　

へ
い
せ
い

 年
度
 に
「

ね

ん

ど

 印
西
市
 

い
ん
ざ
い
し

 国
際
化
 

こ
く
さ
い
か

24

推
進
  懇
   談
会

       

」
を

す
い
し
ん
こ
ん
だ
ん
か
い

 設
置
 。

せ

っ

ち

 知
識
  人
 、

ち

し

き

 じ
ん

 公
募
 に
よ
る

こ

う

ぼ

 選
任
者
 、

せ
ん
に
ん
し
ゃ

 在
住
 

ざ
い
じ
ゅ
う

 外
国
人
 

が
い
こ
く
じ
ん

 代
 
だ
い

 表
 か
ら

ひ
ょ
う

 多
 く
の

お
お

 意
見
 

い

け

ん

を
 伺
 う
う
か
が

 機
 
き

 会
 を
か
い

 得
 、
え

 各
課
題
 に

か
く
か
だ
い

 対
 
た
い

し
て
 具
体
 

ぐ

た

い

 的
 
て
き

 解
決
策
 の

か
い
け
つ
さ
く

 検
討
 に

け
ん
と
う

 入
 っ
て
い
ま
す
。

は
い　

そ
こ
で
、 同
懇
談
会
 の

ど
う
こ
ん
だ
ん
か
い

 委
員
 で

い

い

ん

あ
る
 全
 

じ
ょ
ん

 英
愛
 さ
ん
と

よ

ん

え

 池
田
 

い

け

だ

 ア
ン
 

あ

ん

さ
ん
に
 出
席
 い
た
だ
き
、

し
ゅ
っ
せ
き

 日
常
 

に
ち
じ
ょ
う

 生
 
せ
い

 活
 に
お
い
て

か
つ

 現
在
 

げ
ん
ざ
い

 感
 じ
て
い
る
こ

か
ん

と
を
お
 話
 し
し
て
も
ら
う
た
め

は
な
し

に
 座
談
会
 を

ざ
だ
ん
か
い

 開
 き
ま
し
た
。

ひ
ら

　「
本
と
い
う
本
の
全
て
は
、
自

分
の
命
の
次
に
大
切
な
物
」
と
教

わ
り
育
っ
た
わ
た
し
に
は
、
大
森

図
書
館
（
大
森
2
5
3
5
）
を
含

む
市
内
6
館
の
蔵
書
…
　
万
8

53

千
冊
は
ま
る
で
夢
の
よ
う
な
蔵

書
数
で
す
。

　
市
町
村
合
併
後
の
人
口
9
万

人
余
の
当
市
が
、
大
森
図
書
館

を
中
心
に
、
小
林
・
そ
う
ふ
け
・

小
倉
台
・
印
旛
・
本
埜
の
分
館

に
よ
っ
て
市
民
の
期
待
に
よ
り
、

情
報
発
信
を
し
て
い
る
実
情
は
、

全
国
の
活
字
好
き
の
人
た
ち
に

も
知
ら
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で

す
。

　
し
か
も
、
最
近
の
図
書
館
は

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
伴
い
、

C
D
、
D
V
D
な
ど
以
外
に
も

ビ
デ
オ
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
専
門

的
な
機
器
の
整
備
も
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
併
せ
て
、
職
員
も

技
術
や
知
識
の
習
得
を
行
い
、

ゆ
く
ゆ
く
は
ブ
ル
ー
レ
イ
や
3

D
な
ど
の
最
新
鋭
メ
デ
ィ
ア
の

取
り
込
み
も
視
野
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
読
書
の
推
進
を
ど
う

進
め
る
か
…
課
題
は
次
々
に
押

し
寄
せ
て
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
各
館
で
行
わ

れ
て
い
る
「
読
み
聞
か
せ
お
話

会
」
な
ど
は
と
て
も
貴
重
な
事

業
だ
と
思
い
ま
す
。
同
事
業
は
、

絵
本
や
紙
芝
居
を
通
じ
て
お
話

の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
と
聞
き
ま
し
た
。

参
加
者
も
1
街
7
7
1
人
と
好

評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
一
方
で
、
残
念
な
こ
と
に
乱

暴
に
取
り
扱
わ
れ
、
破
損
し
た

本
も
多
く
あ
り
、
こ
ち
ら
は
出

前
講
座
「
本
の
修
理
講
習
会
」

と
し
て
開
催
し
多
く
の
参
加
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
図
書
館
で
は
、
よ
く
目
に
す

る
貸
し
出
し
作
業
の
ほ
か
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
本
の
補
修
を

行
う
作
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
 二
人
 の

ふ

た

り

 話
 を
は
な
し

 聞
 き
、

き

 印
西
市
 の

い
ん
ざ
い
し

 国
 
こ
く

 際
化
 に
は
ま
だ
ま
だ

さ

い

か

 発
展
途
上
 で
あ
る

は
っ
て
ん
と
じ
ょ
う

と
 強
 く
つ
よ

 感
 じ
ま
し
た
。

か
ん

　
 財
政
 の

ざ
い
せ
い

 負
担
 を

ふ

た

ん

 生
 じ
な
い
よ
う
に
、

し
ょ
う

 地
域
 に

ち

い

き

 眠
 る
ね
む

 人
材
 や

じ
ん
ざ
い

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 を

ぼ

ら

ん

て

ぃ

あ

 活
用
 す
る
な
ど
、

か
つ
よ
う

 解
決
方
策
 を

か
い
け
つ
ほ
う
さ
く

 具
体
化
 

ぐ

た

い

か

し
、 在
住
外
国
人
 の

ざ
い
じ
ゅ
う
が
い
こ
く
じ
ん

み
な
さ
ん
が
、 安
心
 

あ
ん
し
ん

し
て
 楽
 し
く

た
の

 暮
 ら
せ

く

る
ま
ち
づ
く
り
が
 実
 
じ
つ

 現
 す
る
よ
う
、

げ
ん

 今
後
 

こ

ん

ご

も
 積
極
的
 に

せ
っ
き
ょ
く
て
き

 国
際
化
 

こ
く
さ
い
か

の
 推
進
 に

す
い
し
ん

 取
 り
と

 組
 ん
く

で
ほ
し
い
と
 思
 い
ま

お
も

す
。

利
用
者
の
目
に
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、

普
段
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
本
と
同

量
の
本
が
、
電
動
式
の
書
架
で
管

理
さ
れ
て
い
る
光
景
は
一
見
に
値

し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
館
で
は
モ
ネ
や
ル
ノ

ア
ー
ル
な
ど
の
名
画
の
複
製
品

（
貸
し
出
し
可
）
や
名
作
民
話
「
そ

う
ふ
け
っ
ぱ
ら
の
き
つ
ね
」
の
原

画
な
ど
貴
重
な
作
品
が
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
深
刻
な
活
字
離
れ
…
と
い
わ
れ

て
久
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
図

書
館
で
統
計
を
取
っ
て
い
る
「
個

人
図
書
貸
出
冊
数
推
移
」
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
6
館
合
わ
せ
て
　23

万
人
（
平
成
　
年
度
）
の
市
民
が

23

図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
読
書
欲
を
刺
激

す
る
よ
う
な
図
書
の
整
備
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

■問 
大
森
図
書
館（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

▲ 外国人 のみなさんが
がいこくじん

 安心 して
あんしん

 暮 らせるまち
く

にするために、 盛 んな
さか

 意見交換 が
い け ん こ う か ん

 行 われまし
おこ

た

　 来日 
らいにち

 当時 、
と う じ

 最大 の
さいだい

 難関 は
なんかん

 言葉 でした。
こ と ば

 生活 に
せいかつ

 必 
ひつ

 要 な
よう

 情報 をどこからどのように
じょうほう

 得 たらいいのか
え

 分 からず、
わ

 苦労 しました。
く ろ う

　 言葉 が
こ と ば

 通 じないので、
つう

 友人 も
ゆうじん

 作 れず、
つく

 一時 、
い ち じ

 悩 んだこ
なや

ともあります。その 後 、
ご

 子 どもが
こ

 幼稚園 の
ようちえん

 行 
ぎょう

 事 に
じ

 参加 
さ ん か

するようになり、 友人 もできました。
ゆうじん

　いま 一番 の
いちばん

 望 みは、
のぞ

 サ ー クル などの
さ く る

 同 じ
おな

 趣味 
しゅみ

を 持 っ
も

ている 人 と
ひと

 接 する
せっ

 場所 や
ば し ょ

 機会 の
き か い

 情報 を
じょうほう

 得 ることです。
え

　また、 小 さい
ちい

 子 どもがいるので、
こ

 市内 に
し な い

 夜間 の
や か ん

 小児救急 が
しょうにきゅうきゅう

 欲 しいですね。これは
ほ

 日本人 の
にほんじん

 市民 のみな
し み ん

さんも 同 じだと
おな

 思 います。
おも

▲ 全  
じょん

 英愛 さん
よ ん え

 出身 ：
しゅっしん

 韓国 （
かんこく

 在住 6
ざいじゅう

 年 ）
ねん

　わたしも 全 さんと
じょん

 同 じく、
おな

 言葉 が
こ と ば

 理解 できず
り か い

 苦労 し
く ろ う

ました。 近所 のみなさんとあいさつはしますが、それ
きんじょ

 以外 は
い が い

 全 くお
まった

 付 き
つ

 合 いがありませんでした。
あ

　その 後 、
ご

 子 どもを
こ

 通 じて、だんだん
つう

 友人 の
ゆうじん

 輪 を
わ

 広 げる
ひろ

ことができました。
　しかし、 知人 の 中 には

ち じ ん  なか

 両親 とも
りょうしん

 外国人 であるため、
がいこくじん

 日本語 を
に ほ ん ご

 習得 する
しゅうとく

 機会 も
き か い

 持 てず、
も

 社会 に
しゃかい

 出 ることがで
で

きない 人 もいます。
ひと

 行政 で、このような
ぎょうせい

 外国人 のため
がいこくじん

に、 夜間 の
や か ん

 日本語 
に ほ ん ご

 教室 を
きょうしつ

 開設 してほしいと
かいせつ

 思 います。
おも

▲ 池田  
い け だ

 アン さん
あ ん

 出身 ：
しゅっしん

 ベルギ ー
べ る ぎ

（ 在住 12
ざいじゅう

 年 ）
ねん
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